
福岡市南区にある長住団地の集会所には

「子ども勉強広場」という子どもたちの居場

所があり、それ以外にも、「健康広場」「すく

すく広場」

など長住地

域での交流

イベントが

開催されて

います。今

回は、居場

所づくりの

運営を中心に行っている、長住団地の自治会

長の松尾清さんにお話しを伺ってきました。

－－居場所づくりを始めたきっかけを教えてく

ださい。 

「民生委員として活動する中で、『孤食』を何と

かしたいと感じたのがきっかけでした。民生

委員という

立場上、色々

な相談を受

けるケース

がありまし

た。その中

で、社会福祉

協議会から

の相談があ

り、とある父子家庭の自宅を訪問したときに、

子ども２人の食事がテーブルの上に置いてあ

るおにぎりだけという場面に遭遇しました。

お金が無いわけではなく、お金はあるが仕事

が忙しくて食事を作れない、一緒にご飯を食

べる時間をつくることができないというケー

スがあり、愕然としました。その様な『孤食』

を何とかしたいという想いがきっかけとなり、

子どもたちの居場所づくりが始まりました」 

－－どのように運営されていますか。 

「運営人数は、長住地域の民生委員７名とボラ

ンティアで行なっています。運営資金につい

ては、子供の未来応援基金に応募し、無事に

審査を通過したので、国からの支援を受けて

いました。その他にも、福岡市からの補助金

を受けたりもしています。補助という面では、

長住団地はＵＲ都市機構の中で地域医療福祉

拠点化の地域となっていて、ＵＲ都市機構と

もやり取りをした結果ですが、集会所の使用

料金の減免措置を受けるなどをして運営を行

なっています。

なので、子ども

たちからは一

切お金は受け

取りません。い

つでも子ども

たちが気軽に

遊びに来れる

ように運営を

しています」 

－－グリーンコープとの出会いを教えてくださ

い。 

「２０１８年に内閣府主催で、子供の未来応援

基金の支援を受けた関連団体と企業とのマッ

チングフォーラムが開催され、そこでグリー

ンコープさんと出会いました。それから、食
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材提供などの支援を受けるようになりました。

色々な食材提供を受ける中で、冷凍食品をた

くさんいただいているので、専用の大きい冷

凍庫も購入しました」 

－－居場所はいつからスタートしたのですか。 

「２０１６年よりスタートし、今年で丸４年に

なります。長住団地には、約１，３００世帯、

３，０００人の方々が暮らしています。その

中で６５歳以上の方は約１，０００人にもな

ります。以

前は、子ど

ものいる家

庭が少なか

ったのです

が、ここ数

年で未就学

児や小学生

の子どもが

いる世帯が増えてきています。なので、子ど

もたちが来る人数は右肩上がりですね。平均

で１日あたり約３５人の子どもたちがやって

来ます。夏休みになると多いときで６０人ほ

どの子どもたちが来ます。年代は小学生から

中学生が中心ですが、居場所がスタートした

４年前からずっと通っている子どもは、もう

高校生になりました。今でも時々ご飯を食べ

にやって来ますよ」 

－－活動はどれぐらいの頻度でされていますか。 

「活動は、月２回で第２・４金曜の１７時から

２１時まで行っています。対象は、長住団地

の子どもたちだけではなく、長住地域に住む

子どもたちがみんなやってきます。１７時頃

から子どもたちは集まってきて、各々が自由

に過ごします。『子ども勉強広場』と言うと勉

強をするイメージですが、ここは子どもたち

の『居場所』です。だから、いつ来てもいい

ですし、何をして過ごすかも自由です。子ど

もたちは、勉強をしたり、友達と一緒に話し

をしたり、

遊んだり、

パソコン

や読書を

したりし

て過ごし

ています。

居場所で

は何もし

ない子どももいますが、何もしないと言って

も、ここに来ることそのものが社会参加にな

るので、それが社会勉強に繋がっていると思

います。だから、『何もしていない』というこ

とはないですね」 
－－活動時間が２１時と遅くまでされています

ね。 

「残業をしている親御さんがおられるので、２

１時まですることにしています。会社で少し

残業をすれば帰宅の時間が２０時、２１時に

なることもしばしばあります。遅くなる時で

も、親御さんはもちろんですが、何より子ど

もたちが安心して過ごすことができるように、

２１時までやっています。仕事が終わった親

御さんは、長住団地の集会所に迎えにこられ

るのですが、２１時を過ぎても家にたどり着

かない方もいます。その時は、子どもたちを

自宅まで送り届ける『親父隊』の出番です。

この親父隊

は、長住団

地内在住の

メンバー８

名で活動し

ていて、団

地内の安全

を 守 る た

め、定期的

に巡回を行っています。その巡回と合わせて、

子どもたちを送り届けます」

長住団地自治会の副会長で食事作りを担当

している櫛橋洋子さんにお話を伺いました。 

－－たくさんの子どもたちにご飯を作られてい

ますが準備は何人ぐらいでされていますか。 

「自治会長の松尾さんも言われていましたが、

子どもたちの学校があるときは、平均して３

５人ほどくるので、食事の量としては約４０

人分準備し

ます。子ど

もたちには

お腹いっぱ

いに食べて

欲 し い の

で、おかわ

りの分も含

めて作りま

す」 
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「料理をするのは、基本的に３人です。春・夏・

冬休みなど学校が休みになるシーズンは子ど

もたちも６０人

ほどに増えるの

で、その時は、増

員して作ってい

ます。長期の休

みは、活動の時

間帯を変えて、

９時半から１３

時で活動し、昼

食をつくって提

供しています」 

「メニューを考えるときは、子どもたちが好き

そうなものをイメージして考えますね。子ども

たちは、お肉類や、味付けが濃いものがみんな

好きですね。こ

の居場所に来

て、手づくりの

温かいご飯を、

お腹いっぱいに

食べて、子ども

たちが笑顔にな

ってくれると一

番嬉しいです」

（写真：取材当日は八宝菜でした） 

－－今後やりたいことを教えて下さい。 

「今まで通り、衛生面に気をつけて、安全で、

子どもたちに喜んでもらえる食事をつくり続

けることです」 

普段は調理担当のほか、「健康広場」や「すく

すく広場」の担当をしている、湯原とし子さん

にお話を伺ってきました。 

－－活動内容について教えて下さい。 

「健康広場は月２回で第２・４水曜の１３時半

から１５時

まで活動を

し て い ま

す。どなた

でも参加し

ていいよう

にしている

のですが、

平日の昼間

に開催することもあり、高齢者が多く参加さ

れています。活動内容は、健康にまつわる話

を聞いたり、長住団地近くにある薬局の方が

きて話しを聞いたり、ジムの方がこられて一

緒に体操をしたりします。グリーンコープさ

んからも年に４回程参加いただき、前回はお

金にまつわる相談会を開催してもらいました。

その他に、カフェを開いたり、おやつを食べ

たりするなどし、交流の場所にもなっていま

す」 

「すくすく広場については、月１回で第３火曜

の１０時から１２時に活動をしています。対

象は未就園児とその親です。小さい子どもた

ちが楽しんでもらえるよう、集会所の床にマ

ットを敷き、屋内のジャングルジムや滑り台

などの遊具を設置しています。この時は、ス

タッフを４名配置し、子どもたちと一緒に遊

びます。その間に、ママ友同士でおしゃべり

をしてもらうなどし、お母さんの息抜きの場

所にもなっています。前回の参加者は、８組

で団地の外から参加されている方もいました。

ママ友のグループラインもあるので、今後も

参加者が増えそうです」

「年に１回イベントを開催していて、今年はひ

な祭りの催しをしました。このときに、地域

の有志の方から寄贈を受けた７段雛人形の展

示をしました。今は、自宅で大きな雛人形を

見ることが少ないと思うので、みんな楽しん

でもらえたと思います。そして今後もより多

くの方に参加してもらえるようにしたいです」 

－－最後に松尾会長の今後の抱負を聞かせて下

さい。 

「運営を始めて丸４年でおおよその数ですが、

延べ１万人の子どもたちと関わりを持ってき

ました。全ては、子どもたちのためにと思い

活動をしています。今も、これからも変わら

ずにしていきたいことは、子どもたちみんな

に、ご飯をお腹いっぱい食べて欲しいという

ことです。居場所を始めたきっかけは『孤食』

を何とかしたいという想いからでしたので、

そこはこれからも変わりません」 

「コロナ禍ではありますがこのような社会情勢

だからこそ、居場所を開き続けていきたいで

す。居場所には、色々な子どもたちがやって

きます。定期的に来る子もいれば、２～３ヶ

月ぶりや半年ぶりに来る子もいます。これま

で一度も休むことなく運営をしてきました。

それは、ここが子どもたちにとっての『拠り

どころ』だからです。これからも、子どもた

ちの拠りどころとなる居場所であり続けてい

きたいですね」 

－－ありがとうございました。 
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２０２０年７月吉日 
一般社団法人 抱樸館を支える会 
  賛助会員の皆さま 

一般社団法人 抱樸館を支える会 
会長 行岡 良治 

「抱樸館を支える会」の賛助会員数が本（２０）年６月末現在、

９，８６３名になりました。あと１３７名で「夢の１万名」に到達

します。 

 さて、今（２０）年も６月１６日に、「一般社団法人 抱樸館を支える会」の第１０期

定時社員総会が開催され、昨（１９）年度の決算報告をはじめ、必要なすべての議案に

ついて、承認・可決いただくことが出来ました。うけて、「抱樸館を支える会」の昨（１

９）年度決算報告と「抱樸館福岡」の経営状況ほかについて、以下のとおり、ご報告い

たします。

（１）「抱樸館を支える会」の様子について 

まず、本（２０）年６月末現在の「抱樸館を支える会」の賛助会員数は９，８６

３名になりました。会の発足当初は、この会の賛助会員数が「１万名に近づく」な

どということは想像もできないことでした。しかし、７年前の２０１３年８月から

隔月で「会報」を発行してきました。その結果、この「会報」発行以降は「抱樸館

を支える会」を脱退される方が大きく減少し、賛助会員数は増加の一途をたどって

きました。その結果として、本（２０）年６月末現在、賛助会員数は９，８６３名

になりました。すなわち、あと１３７人で「夢の１万人」に到達することになりま

す。 
本当にありがたいことです。どうかこれからも「抱樸館を支える会」をお支えく

ださいますよう、心からお願い申し上げます。 

（２）「抱樸館を支える会」は昨（１９）年度、以下のとおり、「抱樸館福岡」などに合

計２，５００万円の寄付をいたしました。なかでも、「生活に困窮する子どもたち」

への支援のために１，０００万円を寄付しています。その上で、「支える会」は２，

８３７，５３６円の黒字で決算することが出来ました。 

（１）今年度の収入は、前年度繰越金を含めて、３０，８９３，４１９円でした。

賛助会費は組合員、一般会員、企業会員合わせて２６，７５１，５０５円でし

た。

（２）支出としては抱樸館（北九州、福岡、熊本）の他、前年に引き続き「子ども

の居場所」関係に寄付しました。 
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（３）具体的には、以下のとおり、寄付いたしました。

抱樸館福岡  １２，０００，０００円 
抱樸館北九州  ２，０００，０００円 
子どもの居場所関係 １０，０００，０００円 
抱樸館熊本   １，０００，０００円 

合  計 ２５，０００，０００円 
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その結果として、まだまだ福岡都市圏が中心ではありますが「生活に困窮する

子どもたち」を支援する取り組みの輪が広がり始めています。特に、福岡都市圏
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９）年度は１１，２８９，５６９円の赤字で決算することになりました。

（１）「抱樸館福岡」の建物建設費は２億３，３１７万円でした。

（２）そして、昨（１９）年度は赤字でしたが、建物の減価償却費として、１０，
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福岡」の累計剰余は５９，０５６，９６６円に減少しています。

  （４）しかしそれでも、「抱樸館福岡」の累計剰余（５９，０５６，９６６円）と累

計減価償却費（１０１，６４１，３７０円）を合算しますと、１億６０，６９

８，３３６円になります。これは、「抱樸館福岡」の建物建設費（２億３，３１

７万円）の６８．９２％に相当いたします。 
（５）ですから、私たちは「抱樸館福岡」の建物建設費の６９％弱に相当する償却

をすでに終えている、ということになります。

  （６）また、昨（１９）年度、赤字を発生させてしまったことを深く反省し、今（２

０）年度は必ず黒字に転換させる、と現場の経営責任者は申しています。どう

かご容赦賜りますよう、伏してお願い申し上げます。 

以上 
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抱樸館福岡のアフター部門は、抱樸館福岡

を退居して地域生活を送る方を中心に支援を

行っています。また、２０１７年１０月から

新たな住宅セーフティネット制度がスタート

し、抱樸館福岡も２０１８年３月に福岡県か

ら居住支援法人（※）の指定を受けました。 

※ 住宅セーフティネット法に基づき、居住

支援を行う法人として都道府県が指定す

るもので、ＮＰＯ法人、一般社団法人、一

般財団法人（公益社団法人・財団法人を含

む）、社会福祉法人、居住支援を目的とす

る会社等が指定されます。

今回、抱樸館福岡のアフター部門と居住支

援法人の双方の業務を担当している坪田副館

長と久保主任に話を聞きました。 

－－これまでアフター部門は卒業生の地域生活

の支援を行っていましたが、居住支援法人で

はどのようなことをしているのか、坪田副館

長から説明をお願いします。 

「抱樸館を退居する方もそうですが、住宅確保

要配慮者（※）に対して、入居しやすい住居

を提供する役割です。また、必要に応じてそ

の後の地域生活の支援も行います。居住支援

法人の取組みを開始して２０１９年度末まで

に２８５名（うち抱樸館入居者は２６７名）

の方に支援を実施してきました」 

※ 住宅セーフティネット法において、低額

所得者、被災者、高齢者、障害者、子供を

養育する者、その他住宅の確保に特に配

慮を要する者とされています。

－－居住支援法人ではどのような相談が多いで

すか。 

「住まいに関する問題は多岐にわたります。住

居が無い単身の方の場合は抱樸館を紹介し一

時的に抱樸館に入居することもできますが、

住まいはあるが家族間の問題解決のために家

を出たいけどお金が無い、家族がいるから抱

樸館にも入れないといったケースや、ＤＶ被

害を受け赤ちゃんと飛び出してきた親子など、

対応困難な相談も少なくありません」 

「また、居住支援法人の活動エリアを福岡市と

その周辺地域としているので、福岡市内だけ

でなく、春日市や太宰府市などにも面談で現

地に出かけています。そのように結構、体力

がかかる仕事です。今日は久保主任が区役所

に行って居住支援法人の面談を行います。久

保主任は卒業生の地域生活の支援や、居住支

援法人の面談対応など様々な場面で活躍して

います」 

－－それでは、地域で活躍中の久保さんに話を

聞きます。ＮＰＯ法人抱樸の職員だそうです

ね。ホームレス支援は昔から興味があったの

ですか。 
「大学を卒業後、ＮＰＯ法人抱樸に入職し、今

年で１２年目になります。ホームレス支援に

ついては、中学生の頃に北九州で炊き出しに

参加したことがあって、路上で生活する方が

たくさんいることに衝撃を受けました。その

経験がずっと心の中に残っていました。就職

先を見つけていたときに声がかかり、人のた

めになるのならと思い入職しました」 

－－最初から抱樸館福岡で働かれていますか。 

「２００９年５月にＮＰＯ法人抱樸に入職し、

その年の８月まで北九州市のホームレス自立

支援センターで研修を受け、２００９年９月

に福岡市東区香椎のマンションの一室で活動

していた抱樸館福岡準備室に異動しました」 

－－抱樸館福岡準備室ではどのような仕事をし

ていましたか。 

「路上生活をされている方に声掛けを行い、路

上生活を脱出したいと希望される方に対して、

アパート探しや、その後の生活支援（金銭管

理や病院等の同行など）を行いました。当時、

抱樸館福岡のアフター部門の居住支援の活動について 

～坪田副館長と久保主任に話を聞きました～ 

久保主任 坪田副館長 

抱樸館を支える会　会報43号　2020年 8月

－ 6－



抱樸館福岡のアフター部門は、抱樸館福岡

を退居して地域生活を送る方を中心に支援を

行っています。また、２０１７年１０月から

新たな住宅セーフティネット制度がスタート

し、抱樸館福岡も２０１８年３月に福岡県か

ら居住支援法人（※）の指定を受けました。 

※ 住宅セーフティネット法に基づき、居住

支援を行う法人として都道府県が指定す

るもので、ＮＰＯ法人、一般社団法人、一

般財団法人（公益社団法人・財団法人を含

む）、社会福祉法人、居住支援を目的とす

る会社等が指定されます。

今回、抱樸館福岡のアフター部門と居住支

援法人の双方の業務を担当している坪田副館

長と久保主任に話を聞きました。 

－－これまでアフター部門は卒業生の地域生活

の支援を行っていましたが、居住支援法人で

はどのようなことをしているのか、坪田副館

長から説明をお願いします。 

「抱樸館を退居する方もそうですが、住宅確保

要配慮者（※）に対して、入居しやすい住居

を提供する役割です。また、必要に応じてそ

の後の地域生活の支援も行います。居住支援

法人の取組みを開始して２０１９年度末まで

に２８５名（うち抱樸館入居者は２６７名）

の方に支援を実施してきました」 

※ 住宅セーフティネット法において、低額

所得者、被災者、高齢者、障害者、子供を

養育する者、その他住宅の確保に特に配

慮を要する者とされています。

－－居住支援法人ではどのような相談が多いで

すか。 

「住まいに関する問題は多岐にわたります。住

居が無い単身の方の場合は抱樸館を紹介し一

時的に抱樸館に入居することもできますが、

住まいはあるが家族間の問題解決のために家

を出たいけどお金が無い、家族がいるから抱

樸館にも入れないといったケースや、ＤＶ被

害を受け赤ちゃんと飛び出してきた親子など、

対応困難な相談も少なくありません」 

「また、居住支援法人の活動エリアを福岡市と

その周辺地域としているので、福岡市内だけ

でなく、春日市や太宰府市などにも面談で現

地に出かけています。そのように結構、体力

がかかる仕事です。今日は久保主任が区役所

に行って居住支援法人の面談を行います。久

保主任は卒業生の地域生活の支援や、居住支

援法人の面談対応など様々な場面で活躍して

います」 

－－それでは、地域で活躍中の久保さんに話を

聞きます。ＮＰＯ法人抱樸の職員だそうです

ね。ホームレス支援は昔から興味があったの

ですか。 
「大学を卒業後、ＮＰＯ法人抱樸に入職し、今

年で１２年目になります。ホームレス支援に

ついては、中学生の頃に北九州で炊き出しに

参加したことがあって、路上で生活する方が

たくさんいることに衝撃を受けました。その

経験がずっと心の中に残っていました。就職

先を見つけていたときに声がかかり、人のた

めになるのならと思い入職しました」 

－－最初から抱樸館福岡で働かれていますか。 

「２００９年５月にＮＰＯ法人抱樸に入職し、

その年の８月まで北九州市のホームレス自立

支援センターで研修を受け、２００９年９月

に福岡市東区香椎のマンションの一室で活動

していた抱樸館福岡準備室に異動しました」 

－－抱樸館福岡準備室ではどのような仕事をし

ていましたか。 

「路上生活をされている方に声掛けを行い、路

上生活を脱出したいと希望される方に対して、

アパート探しや、その後の生活支援（金銭管

理や病院等の同行など）を行いました。当時、

抱樸館福岡のアフター部門の居住支援の活動について 

～坪田副館長と久保主任に話を聞きました～ 

久保主任 坪田副館長 

５８名の方に支援を実施しました」 
－－その翌年に抱樸館福岡が開所するのですね。 

「はい。抱樸館福岡が開所した当時は満室状態

が続き、短期間で退居し、地域生活に移る方

が多くいました。抱樸館内での支援と違い、

地域生活の支援は非常に時間、体力が必要な

こともあり、アフターサポートを専任する部

門ができました」 

－－抱樸館福岡では入居者への支援も行いなが

ら、アフター部門も担当されていたと思いま

すが、違いはありますか。 

「やはり抱樸館に入居している間は目が届く分、

支援はやりやすいです。アフターは地域生活

の支援になるので、非常に時間と体力がかか

ります。特に、最近は支援対象の卒業生が高

齢化しているので、病院や施設に移る手続き

や亡くなった方の死後事務等が多くなりまし

た。今日もこれから、認知症が進みグループ

ホームに転居する方のアパートの退居手続き

に行きます」

退居手続きに同行しました。 

対象の卒業生は６８歳の一人暮らしのＡさ

んです。認知症が進行し、外出しても警察に

保護されるという日が続きました。担当のケ

ースワーカー（生活保護課）が施設を探し、

ようやくグループホームが見つかったので、

今回引越しできるようになりました。 

この日は、清掃会社と不動産会社の立会い

の下、玄関、台

所、部屋の点

検が行われま

す。 

認知症が進

むまでは比較

的落ち着いた

生活をされていたようで、部屋の点検を行っ

ても特に大きな問題は見当たりませんでした。

これで無事に退居手続きが完了です。 

居住支援法人の面談に同行しました。 

その後、居住支援法人の相談があり、区役

所で面談があるとのことで同行しました。 

相談者は外国籍の３０代女性で生後１か月

の赤ちゃんを抱えていました。新型コロナの

影響で仕事がなくなり、身を寄せている知人

の家も出ないといけなくなり、区役所に相談

したそうです。出先の調整に困った区役所か

ら抱樸館福岡の居住支援法人に相談がありま

した。 

区役所の担

当者と相談者、

久保さんの３

人で行先を調

整しましたが、

今回はひとま

ず母子寮に入

って、再度引越し先を探すということで相談

が終わりました。 

－－今日はとても忙しかったですが、いつもこ

のような感じですか。 

「卒業生は年々増えますので、忙しくはなって

も暇になることはありません。以前は私一人

で対応していましたが、現在、アフター部門

は居住支援法人の業務も行うことから全体で

４名の体制となっていますので、一人にかか

る負荷は軽減されています。それでも、ここ

数年は年々逝去されている方も増えて、その

後の対応に時間がかかったりしています」 

－－これまで支援した方が１，２００名以上で

すが、すべての方に対応しているのですか。 

「その後、お亡くなりになったり、転居されて

行方が分からなくなったりしている方もいま

すので、連絡が取れる卒業生の方は７００名

くらいで、困りごとが発生したときに対応し

ています」 

－－今後の抱負を教えてください。 

「アフターの仕事は『死』と近い仕事でもあり

ます。お亡くなりになる前にご家族へ連絡を

取って最後に対面できた場面にも遭遇しまし

たし、お亡くなりになった後に連絡が取れて

遺骨を引き取りに来たご家族もいますので、

お亡くなりになる方がさみしい思いをしない

ような支援をしたいです。これまで卒業生の

方々と話し合ってきたことが少しずつ実現し

ています。例えば、お亡くなりになった仲間

を追悼する偲ぶ会の開催や卒業生が入る墓の

建設です。そして、最近少しずつではありま

すが、地域で卒業生同士が見守りを行う形が

自然にできてきています。『卒業生同士だと角

が立つから抱樸館の相談員から声かけてみて

よ』という連絡もあります」 

－－抱樸館の長年の夢だった「卒業生同士の見

守り」が現実に近づいてきていることは嬉し

いですね。ありがとうございました。 
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  抱樸館福岡の入居・退居などの状況 

２０２０年６月末現在の入居者 
５１人（定員８１名） 男性５１名、女性０名  

２０２０年５～６月の新入居者数・退居者数  
新入居者数７名  退居者数１５名 

（注：６月末までの入居者数１２２６名は、 
２度・３度入居した人も１名と数えています。） 

抱樸館北九州の入退居の状況は、特集の際に
ご案内します。 

抱 樸 館 を 支 え る 会 の 概 要 
抱樸館を支える会の目的 
以下の事業・活動を目的としています。 
◇ホームレス者支援事業

◇抱樸館に関する広報活動及び資金援助活動

◇これらに附帯又は関連する事業

設立年月日：抱樸館福岡が２０１０年５月に開設されるのに

あわせて同年４月１０日に設立 
正会員：以下の１７団体が正会員です。 
グリーンコープの各単協（１４生協） 
グリーンコープ連合会 
ＮＰＯ法人 抱樸（旧：北九州ホームレス支援機構） 
社会福祉法人グリーンコープ 

賛助会員 
２０２０年６月末の賛助会員は、以下の通り 

グリーンコープの共同購入組合員 ９，８６３名 
グリーンコープの店舗組合員・一般の方  １７９名 
企業賛助会員 １０４社◇ 

その他（抱樸館の所在地） 
抱樸館福岡（福岡市東区）    ２０１０年 ５月開所 
抱樸館北九州（北九州市八幡東区）２０１３年 ９月開所 
抱樸館下関：新たに開設を準備中 
抱樸館熊本（熊本市中央区）   ２０１８年１２月開所 

抱樸館福岡の見学のご案内 
（１）グリーンコープ生協として見

学される場合は、所定の用紙で
お申込ください。

（２）個人もしくは知り合いと一緒

に見学される場合は、直接抱樸
館福岡にご連絡ください。 
◇出来れば５名以上でお願いし
ます。（ホームページからも見
学の申込が出来ます）

なお、１名あたり１０００円の見
学料をお願いしています。これには
昼食代を含んでいます。昼食は入居
者が日ごろ食べている食堂で同じも
のを食べていただきます。 

賛助会員を募集しています。 
賛助会員には、会報をお届けします。 

 
賛助会員の申込には２つの方法があります。 

①毎月２５０円の賛助会費を申し込みいただく

（年間で３０００円です） 
毎月の商品代金と一緒に引き落としとなります。 
共同購入申込書の１３００で申し込みください。 

②１口１０００円の賛助会費を申し込みいただく。

何口でも申し込み出来ます。

申し込みいただいた月の商品代金と一緒に 
一括して引き落としとなります。 
共同購入申込書の１２９９で申し込みください。 

賛助会員は一度申し込みいただくと毎年更新さ 
れますので新たに申し込みいただく必要はありま 
せん。（グリーンコープの共同購入組合員の場合） 
①の賛助会員は毎月継続して２５０円請求させ

ていただきます。②の会員は申し込みいただいた 
月に毎年一括して請求させていただきます。 

抱樸館を支える会 賛助会員募集
中

抱樸館を支える会  賛助会員と会費について 

グリーンコープの共同購入組合員 

一般の方、グリーンコープの店舗組合員 

「抱樸館を支える会」事務局 
〒812-0011 
福岡市博多区博多駅前１丁目５番１号 

社会福祉法人グリーンコープ内 
電話 092-482-1964 

１口１０００円の賛助会費を何口でも申し込

み出来ます。 
郵便振替でお願いします。 
郵便振替 01710-0-123003 

一般社団法人 抱樸館を支える会 
 

企業賛助会員は、会費が１口１０，０００円で

す。出来れば３口（３０，０００円）以上でお願

いします。申し込みは、下記へ。 

抱樸館の連絡先 
抱樸館福岡 （電話 092-624-7771 FAX 092-624-7772） 

〒813-0034 福岡市東区多の津５丁目５－８ 

抱樸館北九州（電話 093-883-7708 FAX 093-883-7705） 

〒805-0027 北九州市八幡東区東鉄町７－１１ 

抱樸館熊本（電話 096-245-7521 FAX 096-245-7522） 

〒860-0811 熊本市中央区本荘 

企業賛助会員 募集中です 
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